


『福祉社会科学』という新たな学問領域の構築と
福祉社会の担い手となる人材の育成をめざす！

Message

福祉社会科学研究科長

阿 部   誠

　本研究科は、『福祉社会科学』という理念の下で深い人間理解を基礎に置きつつ、国家 ・ 

地域社会 ・ NPO ・ 企業などが福祉社会で果たす役割を、 社会福祉学に限らず法学や経済

学など多角的・総合的な視点から研究する国立大学としてははじめての研究科（修士課

程）です。少子高齢化はもとより、地域社会の変化、家族機能の縮小、雇用状況の変容、

ライフスタイルの変化等により福祉社会は多くの課題に直面しています。

　本研究科では、これらの課題解決を目指すための教育研究を多様なスタッフで行うことに

よって、福祉社会の担い手となる人材の育成に努めています。様々な立場から福祉社会に

関心をもつ方々が本研究科で学ばれることを願っています。

マクロ領域
社会福祉の法や政策に関する研究
（社会政策特論等）

メゾ領域
地域福祉や運営に関する研究
（コミュニティソーシャルワーク特論等）

ミクロ領域
個人や家族に対する援助に関する研究
（医療ソーシャルワーク特論等）

福祉研究の最前線
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自治体福祉行政の現在+

多角的な視野の育成 研究方法を一から学ぶ
●社会福祉学・法学・社会学・経済学・経営学・
　教育学などの社会科学の知識と視点で福祉
　社会を研究する。
●最前線の研究や実践を学ぶ講義科目、国際
　交流が充実。

●調査研究方法、社会福祉の基礎によって研究
　の基礎を固める。
●1年次後期から演習によって学びの集大成
　としての修士論文執筆をサポート。

福祉と関わる多様な分野で活躍する
高度な専門能力を備えた人材を養成します。
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修了のためには、原則 2 年以上在学し、 30 単位以上の修得と研究指導を受けたうえ、修士論文を作成し審査及び最終試験に
合格することが必要です。

6ヶ月で15回開講（または集中講義）2単位の科目 1単位の科目 6ヶ月で7回開講（または集中講義）

１年間でほとんどの単位を取得し、
2年生は修論作成に専念

２年間で均等に単位取得をめざす人

在 学 生 の 声VOICEStudent’s
　「地域福祉活動って何だろう、活動者って誰なんだろう、支援内容とは」そんな
基本的な事を考えながら、漠然とした感覚と経験だけで業務をしてきました。
私は社会福祉協議会に在職し地域住民の方々と一緒に地域福祉活動を推進す
る「福祉活動専門員（ソーシャルワーカー）」という専門職です。やはり、専門職
である以上、理論的・実践的な方法を身につけ、科学的な「地域福祉活動への
支援方法」を理解し現場で実践していきたいと思い福祉社会科学研究科に入学
しました。今は仕事と大学院を両立させ、充実した日々を過ごしています。

社会人の学生には、2年間の学費で最大4年まで修業年限を延長
する制度があります。

科目は昼夜開講制とし、夜閻などにも授
業を行います。必修科目は夜間に開講。

平日は8時30分から22時まで、土日祝
日は10時から19時まで開館しています。

Support O  1
長期履修制度

Support O  2
昼夜開講

Support O3
附属図書館

【授業料の納入例】（年度により変更がないと仮定した場合）
■標準修業年次（2年） ■入学時に申請し、4年間の長期履修学生として

　認められた場合の授業料年額

1,071,600円÷4年=

1年次
535,800円

1,071,600円 267,900円

2年次
535,800円

1年目
267,900円

2年目
267,900円

3年目
267,900円

4年目
267,900円

（1年間の授業料）

福祉社会科学研究科
松 村　匡貢
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